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信徒のためのウェストミンスター信仰告白講解 

 

第 1回 ウェストミンスター信仰告白とは何か 

 

今日から「改革派神学」の要諦として「ウェストミンスター信仰告白」をご一緒に学んで

いきます。もしかすると、「信仰告白」という言葉を聞くだけで、「難しそうだ」「神学校で

学ぶ人のためのものではないか」と感じられるかもしれません。しかし、本来ウェストミ

ンスター信仰告白は、そのような一部の神学者だけのために書かれたものではありません。

むしろ、教会が信徒を教え育てるためにまとめた「信仰の手引き」です。 

私たちは毎週礼拝で聖書を読みます。説教を聞きます。しかし、聖書全体がどのような教

えを語っているのかを体系的に理解することは、決して簡単ではありません。例えば、「神

はどのようなお方なのか」「人間とは何者なのか」「なぜ救いが必要なのか」「イエス・

キリストは何を成し遂げられたのか」「教会とは何か」「終わりの日には何が起こるのか」

このような問いは、聖書のあちらこちらに記されています。それらを一つ一つ整理し、教

会が長い年月をかけて確認してきた教えとしてまとめたものが「信仰告白」です。 

もちろん、私たち改革派教会は、聖書だけが誤りのない神の言葉であることを信じていま

す。ウェストミンスター信仰告白も、聖書と同じ権威を持っているわけではありません。

この点は最初にはっきりさせておきたいと思います。改革派教会は、「聖書のみ（Sola 

Scriptura）」という宗教改革の原則を大切にしています。私たちの信仰と生活の最高の基

準は、あくまでも聖書です。信仰告白は聖書に代わるものではありません。それでは、な

ぜ信仰告白が必要なのでしょうか。 

その理由は、「聖書だけで十分だからこそ、教会は聖書を正しく理解しなければならない」

からです。実際には、どの教会も聖書を読んでいます。しかし、同じ聖書を読みながら、

全く異なる教えを説く教会が存在します。幼児洗礼を行う教会もあれば、行わない教会も

あります。予定説を教える教会もあれば、否定する教会もあります。終末についての理解

も様々です。 

つまり、「私たちは聖書だけを信じます」と言うだけでは十分ではありません。私たちは

聖書をこのように理解しています－これを教会全体として公に言い表したものが信仰告白

なのです。言い換えるなら、信仰告白とは、教会が聖書を読んできた歴史の中で、「これ

が聖書全体の教えである」と共同で確認した信仰の要約なのです。 

 

教会は昔から信仰告白を持っていた 

信仰告白は、宗教改革以後に突然生まれたものではありません。新約聖書を見るだけでも、

短い信仰告白の形がいくつも現れます。ペテロは、「あなたは生ける神の子キリストです」

と告白しました（マタイ 16 章 16 節）。パウロは、「もしあなたの口でイエスを主と告白

し、心で神がイエスを死人の中からよみがえらせたと信じるなら、あなたは救われる」と

記しています（ローマ 10 章 9 節）。さらに初代教会では、洗礼を受ける人が信仰を言い

表すために、「イエスは主である」という短い告白が用いられました。 
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やがて教会は異端との戦いを経験します。イエスは本当に神なのか。本当に人となったの

か。父・子・聖霊はどのような関係にあるのか。こうした問題に答えるため、教会は信仰

を文章として整理していきました。その代表が使徒信条やニカイア信条です。 

つまり、ウェストミンスター信仰告白も、この長い教会の歴史の流れの中に位置づけられ

ます。決して新しい教えを作り出したのではなく、聖書と歴代教会の正統的信仰を受け継

ぎながら、17 世紀の改革派教会がその時代に必要な形でまとめ直したものなのです。 

 

なぜ 17世紀に新しい信仰告白が必要だったのか 

それでは、なぜ 17世紀になって、新たにウェストミンスター信仰告白が作られる必要があ

ったのでしょうか。その背景には、イングランドとスコットランドを揺るがした大きな政

治的・宗教的混乱がありました。宗教改革によってローマ・カトリック教会から分離した

イングランド教会は、教皇の支配からは離れましたが、礼拝や教会制度にはなお多くの中

世的な要素を残していました。そこで、「聖書に基づいて教会をさらに改革しよう」と願

う人々が現れます。彼らは後に「ピューリタン（清教徒）」と呼ばれる人々です。「ピュ

ーリタン」という言葉は、「純粋な」という意味の英語 pure に由来します。彼らは、教

会をより純粋に、より聖書的にしたいと願っていました。彼らは単に礼拝の形式を変えた

かったのではありません。教会のかしらは誰なのか。礼拝を決めるのは誰なのか。教会を

支配する権威は国王なのか、それともキリストなのか。これらは教会の根本に関わる問題

でした。この問題がやがて国家全体を巻き込む大きな対立へと発展していきます。 

 

教会のかしらは誰なのか 

17 世紀のイングランドで問題となったのは、単なる政治的な権力争いではありませんでし

た。その根底にあったのは、「教会のかしらは誰なのか」という極めて神学的な問いでし

た。新約聖書は、教会のかしらはイエス・キリストであるとはっきり教えています。「キ

リストは教会の頭です。」（エペソ 5 章 23 節）また、コロサイ書 1 章 18 節でも、「御子

はそのからだである教会のかしらです。」と語られています。 

ところが当時のイングランドでは、宗教改革以後も国王が教会を統治するという体制が続

いていました。これは、ヘンリー八世がローマ教皇と決別した際、自らを「イングランド

教会最高首長」と宣言したことに始まります。その後、エリザベス一世は「最高首長」と

いう表現を「最高統治者（Supreme Governor）」へと変更しましたが、実際には国王が

教会の人事や礼拝に大きな影響力を持ち続けました。改革派の人々は、この体制に大きな

危機感を抱いていました。もちろん彼らは国家の秩序を軽んじていたわけではありません。

むしろローマ 13 章に従い、国家権力は神によって立てられたものであることを認めていま

した。しかし彼らは同時に、「国家には国家の権限がある。しかし教会にはキリストだけ

が主である。」という宗教改革の原則を守ろうとしたのです。 

この考え方は後にウェストミンスター信仰告白第 30 章「教会訓練」、第 31 章「教会会議」

にも色濃く反映されます。つまり、ウェストミンスター信仰告白は単なる教理書ではあり

ません。「教会は誰に従うのか」という問いへの答えでもあるのです。 
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チャールズ一世とスコットランド 

1625 年、チャールズ一世が王位に就きました。彼は王権神授説を強く信じていました。王

権神授説とは、「王は神によって直接立てられているのであり、その権威に逆らうことは

神に逆らうことである」という政治思想です。さらに彼は、大主教ウィリアム・ロードを

重用し、イングランド教会の礼拝をより荘厳なものへと改めようとしました。祭服、儀式、

祭壇の配置など、ローマ・カトリック教会を思わせる要素が次第に強められていきます。

これに強く反対したのが、スコットランド教会でした。 

スコットランド教会は、宗教改革者ジョン・ノックス以来、長老政治を採用していました。

つまり教会は司教ではなく、長老たちによって治められるべきであると考えていたのです。

1637 年、チャールズ一世はイングランド式の祈祷書をスコットランドでも強制しようとし

ました。その最初の礼拝の日、エディンバラの教会で有名な出来事が起こります。伝承に

よれば、一人の女性が司祭に向かって腰掛けを投げつけ、「あなたは私の耳にミサを聞か

せるつもりか！」と叫んだと言われています。史実として細部には議論がありますが、こ

の出来事は民衆の怒りを象徴する事件として今日まで語り継がれています。それほどまで

に、スコットランドの人々は「聖書にない礼拝を国家が押しつける」ことを拒んだのでし

た。 

 

厳粛な同盟と契約 

1638 年、スコットランドでは「国家契約（National Covenant）」が結ばれます。貴族、

牧師、市民が一致して、「私たちは改革された信仰を守り抜く」と神の前で誓約したので

す。これに対してチャールズ一世は軍隊を送り、1639 年に第一次主教戦争が始まります。

ところが国王軍は期待したほど戦うことができず、講和を余儀なくされました。しかし問

題は解決しませんでした。国王には軍資金が必要になります。そこで 1640年、長い間開か

なかった議会を召集しました。ところが議会は王に協力するどころか、「なぜこのような

混乱が起こったのか」「王自身にも責任があるのではないか」と国王を厳しく追及します。

こうして国王と議会との対立は決定的となり、1642年、ついにイングランド内戦が始まり

ました。この戦いは「ピューリタン革命」とも呼ばれます。しかし、「革命」という言葉

から近代的な民主革命を想像すると少し誤解があります。議会派の多くは、近代国家を作

ろうとしていたのではありません。彼らは何よりもまず、「教会を聖書に従わせたい」と

願っていた人々でした。だからこそ、この内戦は政治史であると同時に、教会史でもある

のです。 

ウェストミンスター会議の開催 

1643 年、議会はロンドンのウェストミンスター寺院に神学者たちを招集しました。これが

有名な「ウェストミンスター会議」です。参加した神学者は約 120 名。さらにスコットラ

ンド教会からも特命委員が派遣されました。ここで一つ誤解しやすい点があります。多く

の人は、この会議は最初から信仰告白を書くために集められたと思っています。実はそう

ではありません。会議の当初の目的は、イングランド教会の制度や礼拝を改革することで

した。まさにレジュメに記されているように、位階的な主教制度に代わる新しい教会政治

を検討することが第一の課題だったのです。 
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ところが、その年に議会はスコットランドと「厳粛な同盟と契約（Solemn League and 

Covenant）」を結びます。スコットランドは軍事援助を行い、その代わりに、両国で共通

の信仰告白・礼拝・教会政治を整えることが約束されました。こうして会議の使命は大き

く広がります。単なる制度改革ではなく、「聖書に忠実な教会とは何か」を教理・礼拝・

政治の三つの面から総合的にまとめることになったのです。 

このようにして誕生したのが、『ウェストミンスター信仰告白』、『大教理問答』、『小

教理問答』、『礼拝指針』、そして『教会政治指針』でした。この一連の文書は、それぞ

れ独立したものではなく、「改革された教会のあるべき姿」を示す一つの体系として作成

されたことを覚えておきたいと思います。 

 

ウェストミンスター会議はどのような会議だったのか 

では、このウェストミンスター会議では、どのような議論が行われたのでしょうか。1643

年 7 月 1 日に始まった会議は、当初は数か月程度で終わると考えられていました。しかし

実際には約 5 年半にわたって続きます。ほぼ毎日のように神学者たちが集まり、聖書を開

き、一語一句を検討しながら議論を重ねました。参加者は神学者だけではありませんでし

た。議会から任命された議員も出席し、スコットランド教会からは数名の神学者が「特命

委員（Commissioners）」として加わりました。その中でも特に重要な役割を果たしたの

が、アレクサンダー・ヘンダーソン、サミュエル・ラザフォード、ジョージ・ギレスピー

らです。もっとも、彼らには正式な議決権はありませんでした。しかし、その卓越した神

学的見識によって議論に大きな影響を与えたことは、多くの研究者が認めています。 

ここで興味深いのは、会議が決して一枚岩ではなかったということです。例えば教会政治

については、大きく三つの立場がありました。第一は、長老政治を支持する人々です。第

二は、各教会の独立を重視する会衆派（インディペンデント）です。第三は、従来の主教

制度を維持したい人々です。したがって、ウェストミンスター信仰告白は、最初から全員

が同じ考えを持っていたから簡単に完成したわけではありません。多くの論点について粘

り強い議論が積み重ねられました。しかし、教理そのものについては事情が少し異なりま

す。 

教理については驚くほど一致していた 

レジュメにもあるように、会議の中心的な論争は教会政治でした。教理については、参加

者の多くが改革派神学、すなわちカルヴァン主義神学を共有していました。これは非常に

重要な点です。現代では、「改革派神学」と言うと、一つの神学的立場にすぎないように

受け止められることがあります。しかし 17世紀当時、ウェストミンスター会議に集まった

神学者たちにとっては、神の主権、恩恵による救い、契約、聖書の権威といった基本教理

は、すでに共通の土台となっていました。だからこそ、彼らは「どのような教会制度が最

も聖書的なのか」という実践的課題に多くの時間を費やすことができたのです。もちろん

細かな点では意見の違いもありました。例えば、キリストがいつ再臨されるのか、千年王

国をどう理解するのかなどについては、必ずしも全員が一致していたわけではありません。

そのためウェストミンスター信仰告白は、終末論については比較的慎重な書き方をしてい
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ます。これは、すべてを細かく規定しようとするのではなく、「聖書が明確に教えている

ことを中心に据えようとする姿勢の表れでもあります。 

一つひとつの言葉を吟味して作られた信仰告白 

ウェストミンスター信仰告白を読んで驚かされるのは、その文章の緻密さです。例えば第

1 章「聖書について」では、「聖書は神の霊感によって与えられた」というだけでは終わ

りません。なぜ聖書だけが信仰と生活の最高の規範なのか。教会の権威とはどのような関

係にあるのか。聖書はどのように解釈されるべきか。難しい箇所はどのように理解するべ

きか。こうした問題を、一つひとつ丁寧に説明しています。これは偶然ではありません。

当時の神学者たちは、文章を書く前に必ず関連する聖書箇所を集め、原語も確認し、歴代

教会の理解も比較しながら慎重に文章を整えていきました。だからこそ、この信仰告白は

三百八十年近く経った今日でも、高い神学的評価を受け続けているのです。 

1646年、信仰告白の完成 

1646年、ついにウェストミンスター信仰告白が完成しました。しかし、これで会議が終わ

ったわけではありません。続いて、より教育的な目的を持つ『大教理問答』と『小教理問

答』の作成が進められます。特に『小教理問答』は、子どもや信徒の教育のために書かれ

たものです。皆さんもよくご存じの、「人のおもな目的は、何ですか」という問いから始

まります。答えは、「人のおもな目的は、神の栄光をあらわし、永遠に神を喜ぶことです」

という有名な一文です。実はこの問いと答えは、単なる暗記用の文章ではありません。ウ

ェストミンスター信仰告白全体の神学を、一文で要約したものと言ってもよいでしょう。

神がすべての中心であり、人間は神との交わりの中に生きるよう創造された――その世界

観が、この最初の問答に凝縮されています。 

なぜ今日まで読み継がれているのか 

1648年には議会がこの信仰告白を承認し、その後スコットランド教会でも採択されました

レジュメにあるように、王政復古後のイングランドでは主教制が復活したため、この信仰

告白は国教会全体の標準とはなりませんでしたが、スコットランドをはじめ、世界各地の

長老派・改革派教会へと受け継がれていきました。やがて北アメリカへ渡った長老派教会

でも採用され、それぞれの国や時代に応じて一部の表現が修正されながら用いられてきま

した。ここで大切なのは、「修正された」という事実だけではありません。各国の教会は、

時代の変化に応じて表現を見直しつつも、「聖書に基づく改革派信仰」という核心を受け

継ごうとしてきたのです。つまり、ウェストミンスター信仰告白は歴史の中に閉じ込めら

れた古文書ではありません。それは、教会が世代から世代へと信仰を受け渡すための「生

きた教理文書」として、今も用いられ続けているのです。 

ウェストミンスター信仰告白への批判 

ここまで学んできますと、「これほど優れた信仰告白なら、何も問題はないのではないか」

と思われるかもしれません。しかし、実際にはウェストミンスター信仰告白にも様々な批

判が寄せられてきました。改革派教会自身も、そのことを隠してはいません。むしろ、長

所と同時に限界も理解した上で受け継いでいます。 
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まず第一に、「歴史的制約」があります。ウェストミンスター信仰告白は 1646 年という

時代に書かれました。したがって、現代社会が抱えている問題、例えば生命倫理、AI、環

境問題、宗教多元主義、バイオテクノロジー、情報社会などについて直接語ることはあり

ません。これは欠点というよりも、当然のことです。17 世紀の教会が、21 世紀の問題を

詳しく論じることはできませんでした。しかし、その一方で、人間とは何か、罪とは何か、

神の恵みとは何かという根本問題は、17 世紀も 21 世紀も変わっていません。だからこそ、

現代でも読み続ける価値があるのです。 

第二に、文章が難しいという問題があります。ウェストミンスター信仰告白は法律文書の

ような文章です。一つの文章が非常に長く、一つひとつの言葉が慎重に選ばれています。

そのため、初めて読む方には決して読みやすい文書ではありません。実は、これは欠点で

もあり、長所でもあります。もし文章が曖昧であれば、人によって全く違う意味に理解さ

れてしまいます。神学者たちは、誤解を避けるために、一語一句を吟味して書き上げまし

た。ですから、難しいから価値がないのではありません。むしろ、時間をかけて読むだけ

の価値がある文書と言えるでしょう。 

第三に、「体系的すぎる」という批判があります。近年の神学では、「聖書は神の救いの

歴史を語る書物であって、教理の辞典ではない」という考え方が強調されています。その

ため、「信仰告白は聖書を論理的に整理しすぎている」という意見もあります。これは改

革派教会でよく用いられてきた『ハイデルベルク信仰告白』と比較されて言われる点でも

あります。確かに、この指摘には耳を傾けるべき点があります。私たちは信仰告白だけを

読めばよいのではありません。あくまでも聖書そのものを読み続けなければなりません。

しかし逆に言えば、体系神学がなければ、私たちは聖書全体を統一的に理解することも難

しくなります。聖書神学と体系神学とは、対立するものではなく、互いに支え合うものな

のです。 

それでもなお教会は信仰告白を必要とする 

では、なぜ世界中の改革派教会は、今日でもウェストミンスター信仰告白を用いているの

でしょうか。その理由は三つあります。 

第一に、聖書を正しく読む助けになるからです。もちろん、信仰告白そのものには権威は

ありません。しかし、教会が四百年近くにわたって読み続け、吟味し続けてきた聖書理解

には、大きな価値があります。私たちは一人で聖書を読むのではありません。歴代の教会

と共に聖書を読むのです。改革派神学では、この「教会の共同的な読み」を非常に大切に

しています。 

第二に、教会の一致を守るためです。どの教会にも、「私はこう思います」「私は違うよ

うに考えます」という意見の違いがあります。もちろん、それ自体は悪いことではありま

せん。しかし、教会には共通して守るべき信仰があります。信仰告白とは、その共通の土

台を確認する文書です。「この教会は、このように聖書を理解しています」という約束な

のです。 

第三に、次の世代へ信仰を受け渡すためです。信仰は毎世代ゼロから始めるものではあり

ません。私たちは使徒たちから受け継がれ、宗教改革者たちによって守られ、清教徒たち
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によって整理されてきた信仰を受け継いでいます。そして、その信仰をさらに次の世代へ

渡していく責任があります。ウェストミンスター信仰告白は、そのための大切な道具なの

です。 

日本キリスト改革派教会とウェストミンスター信仰告白 

私たち日本キリスト改革派教会も、この信仰告白を信仰規準として受け継いでいます。こ

こで「信仰規準」という言葉について説明しておきましょう。信仰規準には二つあります。

第一の規準は聖書です。これを「唯一最高の規準」と言います。第二の規準が信仰告白で

す。これは聖書に従属する規準です。つまり、信仰告白は聖書に従う限りにおいて権威を

持ちます。もし信仰告白が聖書に反するならば、私たちは聖書に従います。この姿勢こそ

が、宗教改革以来の改革派教会の原則です。 

日本キリスト改革派教会の創立宣言もまた、この精神に立っています。私たちは人間の伝

統を守るためではなく、聖書の真理に忠実でありたいという願いから、この信仰告白を受

け継いでいるのです。 

この講座で学びたいこと 

最後に、この講座全体の目的を確認しておきたいと思います。この講座は、ウェストミン

スター信仰告白を暗記することが目的ではありません。まして、「改革派だけが正しい教

会である」と主張するための講座でもありません。私たちの目的は、この信仰告白を通し

て、聖書そのものをより深く理解することです。ウェストミンスター信仰告白は、あくま

でも聖書へ導く案内人です。優れた地図は目的地そのものではありません。しかし、地図

があれば目的地へ迷わず進むことができます。ウェストミンスター信仰告白も同じです。

私たちは信仰告白で終わるのではなく、その向こうにおられる三位一体の神を、そして主

イエス・キリストを、より深く知るためにこの文書を学びます。そのような期待をもって、

次回からいよいよ第一章「聖書について」の学びに入っていきましょう。 

聖書はなぜ神の言葉と言えるのか。なぜ教会は聖書だけを最高の権威と告白するのか。ウ

ェストミンスター神学の出発点は、神ではなく、救いでもなく、まず「聖書」から始まり

ます。それは、私たちが神について知ることのできる唯一確かな土台が、神ご自身の語ら

れた御言葉だからです。ここから、改革派神学の壮大な世界が始まります。 

 


